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１.当四半期決算に関する定性的情報 
(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、個人消費で停滞感が見られるなど足踏み状態の中、海外経済の不確

実性の高まりや、円高・株安が企業・家計の景況感や企業収益の下押しに作用する懸念もあり、景気の先行きは不透

明な状況となっております。 

このような環境の中、当社は、北海道から沖縄までの全国47都道府県に、お客様にとって便利で標準化された店舗

網の拡充を進めるため、８店舗の新規出店を行いました。また、一方で収益性向上のため、不採算店舗３店舗を閉鎖

いたしました。以上の結果、期末の店舗数は892店舗となっております。 

商品別の売上高の動向におきましては、衣料部門は実需ピークにあわせた納期管理の徹底や夏物バーゲンセールの

効果により、半袖Ｔシャツやハーフパンツなどのアウトウエア、肌着・パジャマの実用衣料ともども、夏物衣料は良

好な売れ行きを見せました。雑貨部門につきましては、おしりふき、組み合わせマット、ベビーカーなど自社開発プ

ライベートブランド商品を中心に堅調な売れ行きとなりました。結果、売上高は前年同期比で104.5％となりました。 

売上総利益におきましては、計画精度が向上し値下げロス率が改善されたことに加え、円高進行により仕入原価が

低減し、前年同期比で109.1％と売上の伸びを上回り、売上総利益率につきましても前年同期比で1.5％上回ることが

できました。 

販売費及び一般管理費におきましては、継続して物流費や店舗運営費、その他固定費の削減に取り組んでまいりま

した結果、前年同期比で102.5％と伸び率を抑制できております。 

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は 681 億６千８百万円（前年同期比 104.5％）、営業利益は 41 億６百

万円（前年同期比 163.3％）、経常利益は 42 億２百万円（前年同期比 160.5％）となりました。また、四半期純利益

は 26 億４千万円（前年同期比 164.9％）となりました。 

当第２四半期末店舗数892店舗の地域別の状況は、北海道地区40店舗、東北地区80店舗、関東地区246店舗、中部地

区155店舗、近畿地区159店舗、中国地区60店舗、四国地区30店舗、九州・沖縄地区122店舗となっております。 

なお、当社の事業内容はベビー・子供の生活関連用品の販売事業の単一セグメントのみであるため、セグメントご

との業績の状況の記載を省略しております。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期末における総資産は956億４千２百万円と前期末から32億１千９百万円の増加となりました。これは、

主に現金及び預金が37億６千３百万円増加したことの一方、商品が８億８千２百万円減少したことなどによります。 

当第２四半期末における負債は384億６千７百万円と前期末から14億１千６百万円の増加となりました。これは、

主に支払手形及び買掛金が４億８千５百万円、未払金(流動負債「その他」)が２億１千６百万円、未払法人税等が

２億１千５百万円、それぞれ増加したことなどによります。 

当第２四半期末における純資産は571億７千４百万円と前期末から18億２百万円の増加となりました。これは、主

に四半期純利益26億４千万円による増加の一方、配当金の支払６億４千９百万円があったことなどによります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前期末に比べ37億１千１百万円増

加し、第２四半期末残高は492億５千３百万円となりました。 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金は、44億７千９百万円の増加（前年同期比24億６千８百万円の収入増加）となりました。これ

は、主に税引前四半期純利益が41億２千万円となったことや、仕入債務の増加が５億１千９百万円、たな卸資産の減

少が４億３千８百万円あった一方で、法人税等の支払額が13億１千３百万円あったことなどによります。 

 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金は、２億８百万円の増加（前年同期比４億２千６百万円の支出減少）となりました。これは、

主に新規出店等により固定資産の取得による支出２億９千７百万円や建設協力金及び敷金･保証金の差入による支出

９千７百万円があった一方で、約定による建設協力金及び敷金･保証金の回収による収入が６億４百万円あったこと

によります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金は、９億７千６百万円の減少（前年同期比８千１百万円の支出減少）となりました。これは、

主に配当金の支払額が６億４千９百万円あったことや、自己株式の取得による支出が３億円あったことなどにより

ます。 

 

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年８月31日付｢業績予想の修正に関するお知らせ｣において発表いたしました通期の業績予想に変更はあり

ません。 

   

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（減価償却方法の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物付属設備およ

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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(4) 四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成 28 年４月４日開催の取締役会決議により 299 百万円（257,100 株）の自己株式を取得しております。 
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